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1. はじめに

中学校 2 年生の理科における 「生命」 の単元

に， 「動物の生活と生物の進化」 がある。 この単

元では体の各部分のはたらきや名称について覚え

るべき語句が多いが， 生徒たちにとって比較的身

近で覚えやすい単元となっている。 生物単元によ

くみられる発問は， 一問一答式で答える形式が多

く， 語句を覚えるという面で簡単だと考える生徒が

多い。 しかし， その概念に対する定義づけや意

味づけは各個人で異なり， 一つの解に至るには

様々な問いが存在するにもかかわらず， 言葉の記

憶を重視するためか概念の深まりが感じられない

ことが多かった。

今回の授業実践を行うにあたり， 単なる一問一

答式の知識の定着ではなく， その言葉にはどのよ

うな説明がふさわしいか， また位置関係， 機能や

はたらきのどの側面に着目して説明すればよいの

かを考える過程に， 本校の研究主題である 「やり

くり」 が見られるのではないかと考えた。

カルタは， 古来よりある遊びの一つであり， 犬

棒かるたや生活習慣かるたなどの知育かるたの種

類も多く， 語句や明確な知識の定着のために有

効な手段である。 群馬大学教育実践研究の中で

手塚らは “カルタは教材としてなじみ深いもののひ

とつであり，国語科では日本のことわざや百人一首，

社会科や理科では単元で習得したい用語， 事象，

概念などがカルタ化される対象となる” と述べてい

る。 この中で， “「一般化された知識」 の定着や記

憶の強化を目的として取り扱われる。” とされている

のは当然のことで， 今回はその手法を生かすこと

にした。 カルタは学習させたい対象を一問一答化

するための最適な道具であることをふまえ， あらか

じめ作られたカルタの取り札 （語句） を導き出すた

めの読み札を個々に作成する。

2. 研究の方法

1） 授業実践

本研究では， 生命単元　「動物の生活と生物の

進化」 の 1 ・ 2 章を学習後， 体の各部分の名称，

はたらきの名称などの教科書にある重要語句を取

り札として準備する。 それらの札をとるための読み

札を五・ 七 ・五という語数制限の中で作成する。

＜ 1 時間目＞

① 異なるカルタの取り札を一人が 2 枚選ぶ。

② その取り札に適した読み札を五・ 七 ・ 五で

語句カルタの読み札作成にみるやりくり
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作成する。 10 分程度考え， 自力解決が

難しい場合には， 教科書を見て作成しても

よいとする。

③ その読み札で札が取れるかどうかを班内で

検証する。

④ 全てのカルタを配布し， 生徒が作成した読

み札で実際にカルタをとる。

⑤ わかりづらかった読み札， 通じなかった読

み札を学級全体で共有し， アドバイスを送

る。 その後， 再び修正を行う。

＜ 2 時間目＞

① 前時の読み札を用い， 実際にカルタをとっ

てみる。

② 取ることができなかった札を発表し， 自分な

らば， どのような読み札にするかを考え，

班で共有する。

2） 授業後のテストで語句の定着をみる

生命単元の全範囲の学習を終えたのち， 学習

後すぐにテストを行う実験群とカルタを実施してから

テストを行う統制群を用い， 授業での学習後にすぐ

カルタを行った場合とカルタを行わなかった場合で，

語句の定着についての違いがないかを考察する。

昨年度の同じ範囲の定期テストの内容を抜粋

し， 小テストとして実施するほか， その比較テストの

後で実験群にもカルタをとらせ， 全クラスでカルタ

を実施したのちに定期テストに臨んだ。

3. 結果および考察

1） 授業実践より

次に示すのは生徒の考えた読み札の例である。

① 取り札　「細胞膜」

「生物の　細胞かこむ　うすい膜」

「動物と　植物にある　うすい膜」

② 取り札　「赤血球」

「一年中　酸素を運搬　からだじゅう」

「血液の　中で酸素を　運んでる」

「全身に　酸素を運ぶ　赤い粒」

③ 取り札　「胸こう」

「筋肉と　横隔膜に　囲まれる」

「体積が　呼吸によって　変わります」

④ 取り札 「ぼうこう」

「あいつはな　尿をためれる　すげえやつ」

⑤ 取り札 「消化酵素」

「アミラーゼ　トリプシンとか　そういうの」

取り札①の 「細胞膜」 では， どちらも薄い膜で

ある点を指摘している。 また， 生物は動物と植物の

両方を指していることを示しており， 植物細胞と動物

細胞のどちらにもある存在であることを示しているた

め， 他の生徒にも取りやすい札となったようである。

取り札②の 「赤血球」 では， 酸素を運搬してい

るという点を指摘している。 このほかにも赤い粒と

いう記述があった生徒や， 含んでいる色素の名称

を書く生徒もあった。 この点からも， 赤血球が酸

素を運搬していることを理解していると分かるが，

その言葉の使い方には個々の違いがみられる。

取り札③の 「胸こう」 では， 肋骨と横隔膜に囲

まれた空間であることを説明している場合と， その

つくりがどのように動き， 変化しているかに注目して

読み札を作成している生徒もいた。

取り札④の「ぼうこう」や取り札⑤「消化酵素」は，

大変ユーモラスであり， 札が取りやすいという特徴

図 1.  読み札作成 . 

図 2.  カルタ取りの様子 . 
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があった。 このように， 生徒は柔軟に読み札の作

成を行うことができた。 　

以上の結果， 本校の研究主題である， やりくり

の観点の一つである 「解のない問いに向かう」 とい

う点で， 適切な読み札は必ずしも一つではない課

題に取り組ませることができた。 一つの言葉を導き

出すための着眼点や， 使用するキーワードがそれ

ぞれ異なり， 場所 ・ 位置関係で説明する生徒， そ

のはたらき ・ 機能で説明する生徒などさまざまで

あった。 五・ 七 ・ 五という少ない文字数の中でい

かにわかりやすい読み札を作成するかに注意を払

いながらやりくりする場面が見られたのである。

また， 今回のカルタでは札を作る作業のみなら

ず， 札をとるほうにも良い刺激があったように思われ

る。 教科書やテストでよくみられる， 「○○のはたら

きを何というか」 などの馴染みのある問いの形では

ないこと， 理科のテストによくある図を用いた発問で

はないことから， 頭の中で言葉を整理して札をとる

必要があった。 また， 言葉の使い方が個性的な

場合に， 何を意図しているのかを推測しながら取

る場面も多く見受けられた。 自分のイメージする読

み札の内容ではなく， 別のはたらきで説明してあっ

たり， 心臓の 4 つの部屋の場所を説明する読み札

の場合はその位置関係を頭に思い浮かべたりしな

がらカルタをとっていた。 このほかにも， 他の生徒

が作成した読み札を実際に聞いた際， 二つの解

答が推測でき， 取ることをためらってしまう読み札が

多くあった。 この場合は学級全体で共有し， 読み

札をどのように改善すればカルタを取りやすく， 明

確にできるのかを考える時間を確保したところ， 生

徒からは， 「〇〇は取りにくいから， △△と表現した

ほうがいい」 などの発言を得ることができた。

授業後の感想の抜粋を以下に示す。

2） 授業後のテストで語句の定着をみる

学習後すぐに小テストを実施した実験群および

カルタ後に小テストを実施した統制群の平均点と，

小テストを行った後に実験群もカルタを行い， 定

期テストを実施した結果， 平均点は次の表のとお

りである。

表 1.  小テストおよび定期テストの平均．

実験群 統制群

小 テ ス ト 65.0 70.5
定期テスト 72.8 71.9

教科書で学習済みの内容であっても， カルタを

実施するかしないかによって， 得点に若干の差が

表れる結果となった。 小テスト後にカルタを行った

実験群は， 定期テストでは統制群と平均点にはあ

まり差がないようである。

図 3.  生徒の感想 . 
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得点以外で非常に興味深かったのは， 小テスト

の設問ごとの正答率を求めたところ， 文章記述の

問題に対する正答率が， 実験群より統制群のほう

が高かったことである。 カルタを実施することによっ

て物事の概念説明や， はたらきの説明など， 文章

記述への抵抗感がわずかに減少する効果がある

と考えられる。

4.  今後の課題

カルタの読み札を作るというやりくりは， 普通に

楽しくカルタをとるだけでなく， 自分で語句の説明

をするという作業を含んでいる。 既習の概念を適

切に組み合わせ多様な読み札を作成させるため

には， まず基礎的な知識の習得が必要であり，

作成するための十分な時間の確保が必要である

と考える。 また， 今回は一人 2 枚の読み札を作成

したが， 複数枚の読み札を考えることができれば，

さらに多くの単語についての知識や概念を主体的

に得ることができるかもしれない。 苦手な語句を

調べたり， どのような説明がより適切なのかを考え

たりすることでさらに深い学びにつなげることができ

るであろう。

また， 語句カルタを用いた知識の習得について

は， カルタの効果と考えることができるが， 読み札

作成の効果であると論じることは難しく， さらに詳

しい検証を行う必要があると考える。
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図 4.  小テストと定期テストの平均．
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